
鼻ぐり井手祭

菊陽町文化祭
芸
術
の
祭
典
「
第
35
回
菊
陽

町
文
化
祭
」
は
10
月
30
日

〜
11
月
13
日
、
菊
陽
町
図
書
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
30
日
に

歌
謡
部
発
表
会
、
11
月
３
日
に
発

表
の
部
、
11
月
12
・
13
日
に
展
示

の
部
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

今
年
は
文
化
協
会
の
35
周
年
を

記
念
し
て
、
長
年
文
化
協
会
に
尽

力
さ
れ
た
功
労
者
11
人
に
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
町
内
で
文
化
活
動

を
し
て
い
る
団
体
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
や
作
品
展
示
が
行
わ
れ
、

終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
発
表
で
は
、
歌
謡
、
吟
詠
、
民

舞
な
ど
に
３
２
８
人
が
出
演
し
、

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。
ま
た
、
展
示
で
は
、
書
道
、

俳
句
、
切
り
絵
な
ど
８
団
体
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
歴
史
的
遺
構
を
分
か

り
合
い
後
世
に
引
き
継
い

で
い
こ
う
が
テ
ー
マ
の
「
第
３
回

清
正
公
さ
ん
の
鼻
ぐ
り
井
手
祭
」

が
11
月
６
日
、
南
部
町
民
セ
ン

タ
ー
と
鼻
ぐ
り
井
手
公
園
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
鼻
ぐ
り
井
手

祭
実
行
委
員
会
の
矢
野
誠
也
委
員

長
が
「
鼻
ぐ
り
井
手
祭
は
、
南
校

区
の
全
て
の
人
が
総
力
を
挙
げ
た

手
作
り
の
祭
り
で
す
。
ぜ
ひ
堪
能

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

会
場
で
は
、「
馬
場
楠
の
獅
子
舞
」

や
白
菊
園
園
児
に
よ
る
歌
や
踊
り
、

南
小
学
校
児
童
に
よ
る
鼻
ぐ
り
井

手
の
寸
劇
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
山
尾
敏
孝
熊
本
大
学
大
学

院
教
授
が
「
加
藤
清
正
公
の
事
業

か
ら
学
ぶ
も
の
」
と
題
し
、「
治

水
や
か
ん
が
い
事
業
は
現
在
で
も

参
考
に
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
」
と

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

鼻
ぐ
り
井
手
公
園
会
場
で
は
、

菊
陽
町
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
に
よ
る
井
手
底
探
検
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
約

３
０
０
人
が
探
検
に
訪
れ
、
歴
史

的
遺
構
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
地
域
の
皆
さ
ん
手
作
り

の
だ
ご
汁
の
振
る
舞
い
な
ど
が
行

わ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

１_ 音楽に合わせ優雅な民舞を披露 /２_
文化協会功労者11人へ表彰状が贈られる /
３_ リズミカルな音楽に合わせた社交ダン
ス /４_ 三味線の音色が会場に響く /５_
押し花作りを体験する来場者

１_ 馬場楠に伝わる伝統芸能「馬場楠の獅
子舞」/２_ 菊陽学園から焼きそばやジュー
スの販売 /３_ 南小３・４年生が鼻ぐり井
手の寸劇を披露 /４_ 楽しい出し物に笑み
がこぼれる /５_ 文化財ボランティアガイ
ドの案内で鼻ぐり井手の井手底を探検

菊陽町文化協会功労者
菊陽町文化協会功労者　
河北幸一さん、阪本竫さん　

菊陽町文化協会永年在籍者
中村玲子さん、吉永好江さん、坂本俊子
さん、吉川和子さん、矢野いすずさん、
松尾タツ子さん、熊野ツルエさん、藤本
紀子さん、本田加代子さん

２

３

４

５

１

１

２

３ ４
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鼻鼻
ご
ざ
い
ま
わ
れだ

ぐり井手
の
当
的
遺
３
０れ
わ
ド
イ菊
陽鼻

講
演

手祭
参
考
水
やら
か院
教
ま
た
手
の
南
小
やや
白
会
場
し
て
手
作
区
の
長
が
祭
実開

に
開
に
開
タ
ー11
が
正
清で
い地ざ

い
ま
し
た
。

ま
し
た
。
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

だ
ご
汁
の
振
る
舞
い
な
ど
が
行 ガ

当
日
は
地
域
の
皆
さ
ん
手
作
り

遺
構
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

０
０
人
が
探
検
に
訪
れ
、
歴
史約
ら
か
外
内
町

た
。

し
ま
れ

行
が
検
探
底
手
井
る
よ
に
ド陽
町
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

鼻
ぐ
り
井
手
公
園
会
場
で
は
、、

演
さ
れ
ま
し
た
。

」
と

考
に
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
」

や
か
ん
が
い
事
業
は
現
在在
で
も

し
、
治
「、

題
の
事
業

と
」
の
も
ぶ
学
ら教
授
が
「
加
藤
清
正
公
の

た
、
山
尾
敏
孝
熊
本
大
学学
大
学

の
寸
劇
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
児
童
に
よ
る
鼻鼻
ぐ
り
井

菊
園
園
児

る
歌歌
や
踊

白
菊
園
園
児
に
よ
る
歌歌
や
踊
り
、

「
馬
場
楠
の
獅獅
子
舞
」

場
で
は
、

さ
つ
。

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

作
り
の
祭
り
で
す
。
ぜ
ひ
堪
ひ
堪
能

の
全
て
の
人
が
総
力
を
挙
げ
挙
げ
た

が
「
鼻
ぐ
り
井
手
祭
は
、
南
校
南
校

実
行
委
員
会
の
矢
野
誠
也
委
員
委
員

開
会
に
あ
た
り
、
鼻
ぐ
り
井
手手

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ー
と
鼻
ぐ
り
井
手
公
園
を
会
場ン
セ
民
町
部
南

日
、

６
月
11

」
祭
手
井
り
ぐ
鼻
の
ん
さ
公
正い
こ
う
が
テ
ー
マ
の
「
第
３
回い
継
き
引
に
世
後
い
合
り

か
分
を
構
遺
的
史
歴
の
域
地

２

２
ドの案内で鼻ぐり井

る

文_５/るれぼこが
４/露披を劇寸の手
小南_３/売販のス

菊陽学園_２/子舞」
るわわ伝伝に楠場馬_１

井手の井手底を探検
ア イアガアィィィテ

み
ンラボ財化文
し 笑に物し出出い

井
し楽_４
年 りぐ鼻が生年４

から焼きそばやジュー
３・小
園から焼きそばやジュー

獅獅のの楠楠能 場馬能「芸芸統伝る

３

４

１ ３ ４
せ_ 音 わ合に楽音１

５

_２/露披を舞民な雅優せ

押し花作りを体験押押し花花
４ のス ４ 線味三_４ス /
リ

ス
なリ ルカミズリ
者1

_
協

３
化 労功会協化文

験する来場者
_５/く響に場会が色音の
ンダ交社たせわ合に楽音な
/るれら贈が状彰表へ1人

１

菊菊菊菊菊菊陽町文文化祭

ん

河

さ子ツタ尾松
さ子和川吉ん、さ
吉ん、さ子玲村中

菊陽町文化協会

河北幸一さん、阪
菊陽町文化協会菊
菊陽町文化協会菊陽 楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

品
が
展
示
さ
れ

来
場
者本藤んさルツ野熊

ん、さずすい野矢ん、さ
子俊本坂ん、さ江好永吉

会永年在籍者

さん竫阪本
会功労者　
会功労者 品

が
展
示
さ
れ
、
来
場
者

が
行

ジ
発発
表

展
示

が
出

発
俳
句
、
切
り
絵
な
ど
８
団

し
た
。
ま
た
、
展
示
で
は

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披

舞
な
ど
に
３
２
８
人
が
出

ジ
発
表
で
は
、
歌
謡
、
吟

終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

終
日
に
ぎ
わ

ジ
発
表
や
作
品
展
示
が
行

ジ
発
表
や
作
品
展
示
が
行

を
し
て
い
る
団
体
な
ど

を
し
て
い
る
団
体
な
ど
の

な
ど
の

を
し
て
い
る
団
体
な
ど
の

会
場
で
は
、
町
内
で
文

会
場
で
は
、
町
内
で
文

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
人
に

11

力
さ
れ
た
功
労
者

記
念
し
て
、
長
年
文
化
協35

今
年
は
文
化
協
会
の

れ
ま
し
た
。

の
部
が
行
わ
れ
、
大
勢
の日
13
・
12
月
11

表
の
部
、

日
3

2
月
1

表
の
部
、

月
３

11

歌
謡
部
発
表
会
、

月
10

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
、
菊
陽
町
図

13
月
11
〜

10
は
」
祭
化
文
町

35
第

典
「

祭
の
術
芸

紀子さん、本田加
ん、さ子ツタ尾松

５

者
の
目
を

加代子さん
本藤ん、さエルツ野熊 者

の
目
を

行
わ
れれ
、

出団
体
の
作

は
、
書
道
、

披
露
し
ま

出
演
し
、

吟
詠
、
民

ス
テ
ー

行
わ
れ
、

ス
テ
ー

の
ス
テ
ー

の
ス
テ
ー

の
ス
テ
ー

文
化
活
動

文
化

に
表
彰
状

協
会
に
尽

周
年
を

35 の
人
が
訪

日
に
展
示

MY  HOME  T

日
に
展
示

３
日
に
発
日
に

30
月図
書
館
で日
30
月

陽
菊
回

221.TOWN  KIKUYO  2011
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す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
１
が
11
月
12
日
、

菊
陽
杉
並
木
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
後
藤
町
長
が

「
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
は
今
年
で

24
回
目
。
農
村
部
と
都
市
部
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、
産
業
・
健
康
・

福
祉
・
環
境
な
ど
を
総
合
し
た
祭

り
で
す
。
大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
菊
陽
鉄
砲

隊
の
祝
砲
を
皮
切
り
に
、
盛
大
に

始
ま
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
各
種
団
体
に

よ
る
ダ
ン
ス
な
ど
の
披
露
や
、
菊

陽
町
な
ら
で
は
の
人
参
釣
り
大

会
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
積
み
上
げ
大

会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
が

行
わ
れ
、
中
で
も
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゼ
シ
ョ
ー
は
子
ど
も
た
ち

に
大
人
気
で
し
た
。

　

会
場
に
は
、
各
種
団
体
か
ら
手

作
り
の
商
品
、
展
示
物
や
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
出
店
さ
れ
、
長

蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
鹿
児
島
県

屋
久
島
町
か
ら
町
へ
ヤ
ク
シ
マ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
贈
ら
れ
、
菊
陽
杉

並
木
公
園
の
「
屋
久
島
の
森
」
に

記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
に

は
５
，
５
０
０
人
を
超
え
る
来
場

者
が
訪
れ
、
終
日
秋
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

１_ 仮面ライダーフォーゼショーに笑顔が弾ける子どもたち /２_ 人参詰め放題コーナーは、
多くの人出でにぎわう /３_ 慎重に野菜ジュースを積み上げる参加者 /４_ 姉妹都市の鹿児
島県屋久島町と記念植樹 /５_ 町立保育所４園の園児が元気いっぱいの踊りを披露 /６_ ア
ツアツのからいも天ぷらをおいしそうに頬張る女の子 /７_ 釣りざおで菊陽特産の人参を釣
り上げる /８_ 司会のMＥＧさんと中華首藤さんによる抽選会には大勢の人だかりができる

す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

Carrot  Recipe に
ん
じ
ん
レ
シ
ピ

優
秀
作
品

豆腐と人参しぼりかすときく
らげの皮なしシューマイ

人参のマフィン

深山　美奈さん 深山　君子さん
にんじんのカミカミサラダ 人参＆ブロッコリー胡椒

油添え
蒸し人参の梅肉ソースかけ 油揚げに人参しぼりかすと

レーズン・山芋の詰め焼き
すりおろし人参のちりめ
んあえ

人参入りドリア風

古田　朱実さん木村　鏡子さん 川端　フジノさん崔　暁光さん臼杵　澄子さん

人参みたらし団子

１

３

４

５ ６

７ ２

８
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